
１１月２日 

詩篇 66:18 もしも私の心にいだく不義があるなら、主は聞き入れてくださら

ない。 

 

ベック兄：絶えず祈れー１５「心に抱く不義」 

https://youtu.be/wzrCJ1UArII 

 

 

・心の中に罪や不義を抱えたままでいるなら、主はその祈りや礼拝を聞き入れ

られない。 

 

・罪とは神からの分離であり、主との交わりが閉ざされている状態である。 

 

・私たちは罪人として生まれたが、その罪を告白するとき、主イエスさまが贖

い、赦してくださる。 

 

・罪に支配されないのは、律法のもとにあるのではなく、主の恵みのもとに置

かれているからである。 

 

・私たちは主との個人的な交わりの中で、自らの罪や不義を絶えず吟味するこ

とが大切である。 

 

・主は外見ではなく心の内をご覧になり、罪を明るみに出して、悔い改めへと

導いてくださる。 

 

・不義を抱えたままでは、主の導きを受けることも、主に用いられることもで

きない。 

 

・しかし、「聖められたい、罪を赦していただきたい」と主に願うとき、主はそ

の祈りに応え、用い、祝福してくださる。 


